
村報とつかわ 
むらづくりのキャッチフレーズ  「心身再生の郷」 【特集】 

P2～P3 「復興大会」「さだまさしチャリティコンサート」
P4～P5 木材加工流通センターが稼動　
P6～P7 十津川の森「木灯館」
   ○お知らせ○十津川の森林づくり○カメラスケッチ○議会だより○国民年金○国保だより
○村を元気にするために○人の動き

村民憲章 
１．私たちは 歴史と伝統を大切にしましょう 
１．私たちは 美しい自然を守りましょう 
１．私たちは 郷土の文化を高めましょう 
１．私たちは 豊かな人情を育てましょう 
１．私たちは 仕事に誇りを持って働きましょう 

２０１2
№６０9 6June.
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① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨

　

５
月
19
日
、十
津
川
中
学
校
の
体
育

館
で
昨
年
９
月
の
台
風
12
号
の
災
害
で

復
旧
・
復
興
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
自
衛

隊
や
国
土
交
通
省
、新
十
津
川
町
な
ど

多
く
の
方
々
を
招
待
し
、復
興
大
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
「
感
謝
」「
祈
り
」「
復
興
へ
の
決
意
」を

込
め
て
行
っ
た
大
会
に
は
、約
１
８
０
人

が
参
加
し
、復
興
に
向
け
て
歩
み
続
け
る

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、発
災
直
後
か
ら
多
く
の
支
援
を

続
け
て
い
た
だ
い
た
新
十
津
川
町
と
村

の
出
身
者
で
つ
く
る
全
国
十
津
川
郷
友

会
、衛
星
携
帯
電
話
を
貸
与
い
た
だ
い
た

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
奈
良
支
店
に
感
謝
を
込

め
て
、更
谷
村
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
、村
青
年
団
の
千
葉
団
長
が「
村

民
が
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
村

に
な
る
よ
う
に
一
丸
と
な
っ
て
復
興
に
取
り

組
み
ま
す
」と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

大
会
後
、午
後
か
ら
昴
の
郷
芝
生
広
場

で
村
の
観
光
大
使
で
歌
手
の
さ
だ
ま
さ
し

さ
ん
に
よ
る「
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
だ
さ
ん
が
登

場
す
る
前
に
十
津
川
中
学
校
の
全
校
生

徒
が
、さ
だ
さ
ん
が
作
詞
作
曲
し
た
校
歌

を
斉
唱
し
、会
場
に
集
ま
っ
た
人
に
元
気

な
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

さ
だ
さ
ん
の
歌
声
と
会
場
が
一
体
と

な
り
、約
２
０
０
０
人
の
観
客
が
紀
伊

半
島
の
復
興
を
と
も
に
祈
り
ま
し
た
。

復興大会で式辞を読み上げる
更谷村長

　

死
者
７
人
、行
方
不
明
者
６
人
、重
傷
者
３
人
、

全
壊
家
屋
18
棟
、半
壊
家
屋
30
棟
、床
下
浸
水
14

棟
、山
腹
崩
壊
２
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
大
変
な
災

害
と
な
り
ま
し
た
。
災
害
直
後
は
、村
の
あ
ち
こ

ち
で
孤
立
集
落
が
発
生
し
ま
し
た
が
、村
民
同
士

が
助
け
合
い
、支
え
合
っ
て
乗
り
越
え
ま
し
た
。
全

国
の
多
く
の
み
な
さ
ま
か
ら
た
く
さ
ん
の
温
か
い

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、早
期
の
応
急
復
旧
が
進
み

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

現
在
、村
の
復
旧
・
復
興
を
進
め
る
た
め
復
興

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
村
民
の
み
な
さ
ま
と
一

丸
と
な
っ
て
、村
の
復
興
に
向
け
て「
み
ん
な
が
笑

顔
に
な
れ
る
村
づ
く
り
」を
目
指
し
ま
す
。

　
「
十
津
川
」の
良
さ
と
は
、助
け
合
い
の
心
や
思

い
や
り
の
心
が
村
民
一
人
ひ
と
り
に
息
づ
い
て
い
る

こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

村
民
の
み
な
さ
ん
に
は「
村
を
愛
し
、心
を
寄

せ
、助
け
合
う
」心
が
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い

ま
し
た
。「
質
実
剛
健
」「
一
致
団
結
」「
不
撓
不
屈
」

の
精
神
の
十
津
川
人
魂
で
、こ
の
苦
境
を
乗
り
越

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
旧
に
も
増
し
て
活

気
あ
る
村
を
実
現
す
る
こ
と
を
決
意
申
し
上
げ
ま

す
。

みんなが笑顔になれる村づくり
がんばろうら！十津川村

「復興大会」と「さだまさしチャリティコンサート」

来賓あいさつ：①稲山副知事②田野瀬代議士③上総近畿地方整備局長④国中県議会議長⑤大西代議士
感謝状の贈呈：⑥植田新十津川町長⑦石田NTTドコモ奈良支店長⑧勝山関西十津川郷友会名誉会長　決意表明：⑨千葉青年団長

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨
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ボランティアスタッフとして汗を流す十津川高校生

多くの人でにぎわうコンサート会場の芝生広場 さださんが作詞作曲した校歌を元気に斉唱する十津川中学校の生徒たち

スタッフのTシャツの背中には「感謝」の文字

多くの人でにぎわうコンサート会場の芝生広場 さださんが作詞作曲した校歌を元気に斉唱する十津川中学校の生徒たち

スタッフのTシャツの背中には「感謝」の文字

開会のあいさつを行う
岡田実行委員長

開会のあいさつを行う
岡田実行委員長

会場にあふれる笑顔

復興を祈り歌うさだまさしさん

町職員の谷口さん（左） 長谷川議会議長（右） 町
職
員
の
野
尻
さ
ん

植田町長（中央）

町職員の谷口さん（左） 長谷川議会議長（右） 町
職
員
の
野
尻
さ
ん

植田町長（中央）

新十津川町との絆
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■強度・含水率測定器
　この強度測定器（グレーディング
マシン）は、装置が小型で計測速度
が高速、正確にヤング率※１と含水率
を測定します。乾燥した木材の強度
と含水率を計り、基準値に満たない
木材を選別します。

■横切丸鋸盤
　長さを整える機械で、出荷ができ
る状態になります。▶

■自動四面鉋（かんな）盤
　自動で建築材料や集成材などの
上下左右の4面平削ることができま
す。大断面集製材や大梁などの大
型材料の加工ができます。

保  管  倉  庫  棟

加　　工　　棟

管理棟

森林づくりを通じて
持続的な環境循環を作り上げる
森林づくりを通じて
持続的な環境循環を作り上げる

木材加工流通センターが稼働
村の施策の1つ６次産業化。この６次産業化に向け、大字林地区に「十津川村森林組合
木材加工流通センター」が４月にオープンしました。村の林業活性化の起爆剤として、
これからの運営に期待がかかります。今回はこの施設の概要をお知らせします。

6次産業化

■・住宅・家具・チップ等
　・葉っぱの果てまで利用

■自然への感謝の念
■自然への恩返し

■消費者の共感

使命と責任

木材
加工 消費

森林づくり

木を伐る 木を植える
木を育てる

※１ ヤング率とは・・・
ものを引っ張ったときの伸びと力の関係な
どから求められる定数です。"曲げ剛性""
たわみ剛性"とも呼ばれます。

棟

▶
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○製材棟

○加工棟

○保管庫棟

鉄骨造平屋建て
床面積 424.50㎡
鉄骨造平屋建て
床面積 525.00㎡
鉄骨造平屋建て
床面積 525.00㎡

構造規模

保管倉庫棟

乾燥機

製材棟

加工棟

■帯鋸盤（おびのこばん）
　山から伐り出してきた木材の不要
な部分を切り落とし、木目や節など
を見極めながら大まかな寸法に切り
分けます。

▶ ▶ ・

乾　燥　機 加　　　　工　製　材　棟

■モルダー
　製材・乾燥された板材や角材の4
面を正確な寸法決めをし、表面をか
んな掛けしたようになめらかに削りま
す。また、様々な形状の刃物や丸ノコ
を使用することで、多様な断面形状に
加工や挽き割りができる機械です。1
台の機械に複数の加工軸を持ち、1工
程で4面削りと成形加工を行います。

ひ

　製材した木材を乾燥させるもので、２台の乾燥
機があります。
　２台のうち１台は、耐熱・耐湿型ファンモーター
が乾燥室内に設置され、室内温度が130度にな
っても沸騰させない流水式水の供給装置を装備
しています。排熱利用の給気システムを採り入れ
た高レベルの低燃費木材乾燥機です。
　もう１台は、中低温により木材を乾燥ができ、木材
本来の色や香りを保持する乾燥に適しています。
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　昨年から、モデルハ
ウスとして建築を進め
てきた十津川の森『木
灯館』。
　今月号は、今年４月
に完成した『木灯館』
の間取りなどを写真で
紹介します。

　木灯館は、十津川材にこだわった省エネ住宅（ドイツ・パッシブハウス設計）
で、木製枠3重サッシをはじめ、高気密、高暖熱仕様により、薪ストーブ1つで2
階建て住宅（延べ床面積：178.29㎡）を暖めることができるなど、驚異的な快適
性を達成しています。

村の森林を多くの人に
木の温もりが感じられる

木灯館
こ とぼし かん

1階

倉庫
（本来は風呂）

収納棚収納棚

トイレクローゼット
※1 玄関

薪ストーブ

階段

台所

居間

洗面
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薪ストープ

吹抜け

吹抜け吹抜け

南側寝室

北側寝室

広間
倉庫

倉庫

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト 

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト

クローゼットクローゼット

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト 

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト

2階
　木製サッシは、断熱効果や防
音効果があり、結露防止、光熱
費の節約につながります。見
た目にも木製枠になっているた
め、質感が良い仕上がりになっ
ています。

　壁には、土、木材の
端材をチップしたもの
などで断熱効果、防音
効果を高めています。
　木材の端材を使うこ
とで省エネの家となっ
ています。
※建築材料は、全てリ
サイクル可能です。

　正面の障
子の向こう
は、１階か
ら吹抜けと
なっていま
す。

　蓄熱型薪スト
ーブは吹抜けと
なっている階段
付近に設置して
います。
　これにより２
階の各部屋も暖
められる構造と
なっています。

写真は、KEY ARCHITECS提供

※1 クローゼット・・・押入れ

■定休日
　火・水および盆・正月

■見学時間
　10時～17時30分まで
　（入館は17時まで）

見学ができます

近くにお越しの際は、ぜ
ひ、お立ち寄りください。
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小原診療所

月　日 診療場所

★土曜診療日★

★整形外科診療★

■■

■

■■■■■

■■■

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　

い
じ
め
・
体
罰
・
不
登

校
な
ど
、子
ど
も
の
人
権
に
関
わ
る
問
題

全
般
に
つ
い
て
、子
ど
も
人
権
委
員
な
ど

が
無
料
・
秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

県
内
在
住
の
児
童
・
生
徒
及
び
そ
の
保

護
者
が
対
象
で
す
。

時
６
月
25
日（
月
）〜
７
月
１
日（
日
）

　
【
平
日
】８
時
30
分
〜
19
時
ま
で

　
【
土
日
】10
時
〜
17
時

　
　

０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

問
奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
７
４
２（
23
）５
４
５
７

食
品
表
示
１
１
０
番

　

奈
良
地
域
セ
ン
タ
ー
で
は
、『
食
品
表
示

１
１
０
番
専
用
直
通
ダ
イ
ヤ
ル
』を
設
置

し
、食
品
の
偽
装
表
示
や
不
審
な
食
品
表

示
の
情
報
、食
品
の
表
示
に
関
す
る
質
問

児
童
手
当「
現
況
届
」の
提
出
に
つ
い
て

　「
子
ど
も
手
当
」は
、４
月
か
ら「
児
童
手

当
」に
な
り
ま
し
た
。
児
童
手
当
は
６
月
か

ら
所
得
制
限
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
ま
で「
子
ど
も
手
当
」を
受
け
て
い

た
方
は
、改
め
て
認
定
請
求
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、６
月
分
以
降
の

児
童
手
当
を
受
け
る
に
は
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。

　

現
況
届
は
、毎
年
６
月
１
日
現
在
の
状

況
を
把
握
し
、受
給
要
件
を
確
認
す
る
た

め
の
書
類
で
す
。

　

提
出
が
な
い
と
、６
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

【
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類
】

●
請
求
者（
受
給
者
）の
健
康
保
険
証
の
写

し（
社
会
保
険
に
加
入
の
方
）

●
１
月
１
日
に
村
に
住
民
登
録
の
な
か
っ
た

方
↓
前
住
所
地
の
市
区
町
村
長
が
発
行
す

る
最
新
の
所
得
証
明
書

問
福
祉
事
務
所

　

☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
２

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
近
畿
農
政
局　

奈
良
地
域
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
２（
32
）１
８
７
７

無
料
法
律
相
談

　
予
約
を
す
れ
ば
、無
料
で
法
律
相
談（
契

約
書
・
会
社
関
係
・
労
働
な
ど
）を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、み
な
さ
ん
、ご
利

用
く
だ
さ
い
。

時
６
月
26
日（
火
）13
時
〜
16
時
ま
で

所
十
津
川
村
役
場
第
１
会
議
室

問
奈
良
県
弁
護
士
会

　
　

☎
０
７
４
２（
22
）２
０
３
５

労
働
保
険
年
度
更
新

　
６
月
１
日（
金
）か
ら
７
月
10
日（
火
）は

今
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

期
間
で
す
。
更
新
は
お
忘
れ
な
く
！

問
奈
良
労
働
局　

労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
７
４
２（
32
）０
２
０
３

が
ん
サ
ロ
ン
を
開
設

　
　

県
内
に
居
住
の
が
ん
患
者
や
患
者
の
家

族
同
士
が
悩
み
や
不
安
を
語
り
合
う
こ
と

が
で
き
る
場
で
す
。
参
加
無
料
で
事
前
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

時
６
月
22
日（
金
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

所
吉
野
保
健
所　

大
会
議
室（
２
階
）

問
吉
野
保
健
所
健
康
増
進
課

　

☎
０
７
４
７（
52
）０
５
５
１

　
（
平
日
９
時
〜
17
時
）

熱
中
症
に
注
意

　

屋
外
で
は
帽
子
を
か
ぶ
る
・
水
分
を
こ

ま
め
に
と
る
・
日
陰
を
利
用
す
る
な
ど
予

防
に
心
が
け
を
！

十津川警察庁舎
五條消防十津川分署

水道

63-0110
64-1190

62-0908

ほか

受付は8：30～11：15です。

6
6
7
7

月
月
月
月

日
日
日
日

16
30
7
21

　第3週　
　第5週　
　第1週　
　第3週　

6
7
7
7

月
月
月
月

日
日
日
日

21
5
5
26

小原診療所
小原診療所
上野地診療所
小原診療所

午前
午前
午後
午前
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○
外
国
の
方
の
雇
用
は
、必
ず
パ
ス
ポ
ー

ト
や
外
国
人
登
録
証
明
書
な
ど
を
見
て
在

留
資
格
や
在
留
期
間
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

○
外
国
の
方
に
関
す
る
犯
罪
を
見
聞
き
さ

れ
た
方
は
、１
１
０
番
ま
た
は
五
條
警
察
署

十
津
川
警
察
庁
舎
ま
で
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

問
五
條
警
察
署　

十
津
川
警
察
庁
舎

　

☎
０
７
４
６（
63
）０
１
１
０

消
費
者
生
活
相
談
窓
口
を
開
い

て
い
ま
す

　
　

悪
質
業
者
に
よ
る
押
し
売
り
、電
話
で

の
し
つ
こ
い
勧
誘
、未
公
開
株
や
投
資
を

勧
め
る
商
法
、振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
な

ど
、一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時
毎
週
木
曜
日　

10
時
〜
15
時

所
役
場
会
議
室

問
住
民
課
☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
０

　

ま
た
は

　

▼
県
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
７
４
２（
26
）０
９
３
１

　

▼
中
南
和
相
談
所

　
　

☎
０
７
４
５（
22
）０
９
３
１

「
知
事
と
県
民
の
つ
ど
い
」

参
加
者
募
集

　

県
政
の
現
状
に
つ
い
て
の
話
や
県
民
の

み
な
さ
ん
が
知
事
に
直
接
意
見
を
伝
え
る

機
会
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は「
こ

れ
か
ら
奈
良
を
も
っ
と
よ
く
し
よ
う
〜
観

光
振
興
〜
」が
テ
ー
マ
で
す
。

時
７
月
21
日（
土
）13
時
〜
15
時

所
吉
野
町
中
央
公
民
館

申
▼
意
見
交
換
者
４
人
程
度

　

▼
傍
聴
者
１
０
０
人
程
度

　

▼【
応
募
資
格
】

　
　

県
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

　

▼【
応
募
締
切
】６
月
22
日（
金
）

問
県
総
務
部
知
事
公
室
政
策
推
進
課

　

☎
０
７
４
２（
27
）８
４
７
２

に
こ
や
か
サ
ロ
ン
の
紹
介

　

５
月
、み
ど
り
保
育
所
で
、乳
幼
児
に

こ
や
か
サ
ロ
ン
と
保
育
所
の
交
流
会
を

行
い
、手
遊
び
や
歌
遊
び
な
ど
で
多
く
の

親
子
と
園
児
が
交
流
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、子
育
て
が
楽
し
い
と
思
え
る

よ
う
な
機
会
が
増
え
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

村
っ
こ
広
場
に
集
ま
ろ
う
！

　

毎
週
月
曜
日
10
時
〜
14
時
ま
で
、上

野
地
の
北
部
保
健
セ
ン
タ
ー
を
開
放
し

て
い
ま
す
。

　

参
加
者
同
士
の
交
流
や
、身
体
計
測
、

育
児
相
談
、栄
養
相
談
な
ど
行
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、気
軽
に
お
こ
し
下
さ
い
。

問
福
祉
事
務
所

　

☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
１

　

４
月
13
日
、24
日
、30
日
の
３
日
間
、

山
岳
で
の
遭
難
を
想
定
し
た
山
岳
調
査

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
昴
の
郷
か
ら
果

無
峠
を
経
て
八
木
尾
ま
で
の
10
キ
ロ
の

行
程
を
携
帯
電
話

や
携
帯
無
線
の
受

信
状
況
、経
路
の

確
認
を
行
い
な
が

ら
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　■
不
法
滞
在
者
と
は…

　
「
偽
造
パ
ス
ポ
ー
ト
や
密
航
船
な
ど
で

不
法
に
入
国
す
る
者
」「
在
留
期
間
を
超
え

て
日
本
に
滞
在
す
る
者
」を
指
し
、そ
の
多

く
が
働
い
て
い
る
状
況
で
す
。

■
み
な
さ
ん
に
お
願
い

○
働
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
外
国

の
方
を
雇
っ
た
事
業
主
や
不
法
入
国
を
援

助
し
た
人
な
ど
は
法
律
で
罰
せ
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

五
條
消
防
十
津
川
分
署
だ
よ
り

第２０回県中学校剣道
選手権大会結果

　4月30日に宇陀市総合体育館
で行われた大会で、十津川中学校
剣道部が3位に入賞しました。

－　選手（敬称略）　－
西田淳紀、表　大河、小西秀道
林　宏樹、玉置秀太郎、玉津昂人
政本亜沙斗

６月19日（火）に小原保育所との
交流会を行います。
（みどり保育所との交流会の写真）
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○
権
利
取
得
後
に
行
な
う
耕
作
な
ど
の
事

業
の
内
容
、位
置
や
規
模
か
ら
み
て
、農
地

の
集
団
化
、農
作
業
の
効
率
化
そ
の
他
周

辺
地
域
の
農
地
な
ど
農
業
上
の
効
率
と
総

合
的
な
利
用
の
確
保
に
支
障
を
生
じ
る
お

そ
れ
の
あ
る
場
合

※

農
地
は
、耕
作
し
な
い
ま
ま
取
得
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

親
子
間
の
生
前
贈
与
で
も
申
請
が
必
要

で
す
。（
農
地
法
第
３
条
）

※

農
業
生
産
法
人
が
農
地
を
取
得
す
る
場

合
は
、追
加
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

※

農
地
所
得
後
の
耕
作
面
積
は
、通
常
50

ア
ー
ル
で
す
が
、十
津
川
村
の
管
内
は
、農

地
権
利
取
得
後
の
下
限
面
積
を
10
ア
ー
ル

と
定
め
て
い
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

・
申
請
書
・
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書（
法

務
局
）・
土
地
公
図
の
コ
ピ
ー
・
位
置
図
・
通

作
経
路
図
・
耕
作
証
明
書（
農
業
委
員
会
事

務
局
）・
営
農
計
画
書（
新
規
就
農
の
場

合
）・
住
民
票（
譲
受
人
）

●
農
地
の
転
用
（
農
地
法
第
４
条
・
第
５
条
申
請
）

　

農
地
を
転
用（
地
目
を
耕
作
以
外
の
目
的

に
使
用
）す
る
場
合
は
、農
業
委
員
会
の
許

可
と
知
事
の
許
可
が
必
要
で
、農
地
の
所
有

者
自
ら
の
場
合
と
、農
地
の
所
有
者
以
外
の

者
が
行
な
う
場
合
は
、そ
れ
ぞ
れ
申
請
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

申
請
書
・
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書（
法
務

局
）・
土
地
公
図
の
コ
ピ
ー
・
事
業
計
画
な
ど

※

農
地
の
転
用
は
、多
く
の
書
類
が
必
要

な
た
め
、事
前
に
農
業
委
員
会
事
務
局
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

農
地
法
関
係
の
申
請
書
は
、毎
月
25
日
が

締
め
切
り
日（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）で
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局（
農
林
課
内
）

　

☎
０
７
４
６（
62
）０
０
０
５

　

農
地（
田
・
畑
）の
権
利
移
動（
売
買
）や

権
利
設
定（
使
用
貸
借
）、転
用（
農
地
を

田
・
畑
以
外
に
地
目
変
更
）に
は
、農
業
委

員
会
の
許
可
や
知
事
の
許
可
が
必
要
で
、

許
可
が
な
い
と
登
記
は
で
き
ず
、効
力
も

発
生
し
ま
せ
ん
。

●
農
地
の
権
利
移
動
（
農
地
法
第
３
条
申
請
）

　

次
に
該
当
す
る
場
合
は
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
権
利
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
方
が
、権

利
取
得
後
に
耕
作
に
利
用
す
べ
き
農
地
の

全
て
を
効
率
的
に
耕
作
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
な
い
場
合

○
農
地
の
権
利
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
方

や
そ
の
世
帯
員
な
ど
が
、権
利
取
得
後
、農

業
に
常
時
従
事
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な

い
場
合
。（
作
付
け
作
物
の
栽
培
に
必
要
な

期
間
従
事
し
な
い
場
合
）

○
取
得
後
の
耕
作
面
積
が
10
ア
ー
ル
以
上

な
い
場
合

○
所
有
権
以
外
の
権
限
に
基
づ
き
、耕
作

な
ど
の
事
業
を
行
な
う
方
が
そ
の
土
地
を

貸
付
け
や
質
入
れ
し
よ
う
と
す
る
場
合

農
業
委
員
会
か
ら

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
か
ら

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
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伝
え
、村
の
森
林
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
中
乾
燥
の
研
究

　

木
材
の
乾
燥
技
術
に
つ
い
て
は
機
械

乾
燥
の
ほ
か
、水
中
乾
燥
や
バ
イ
オ
乾
燥

な
ど
、樹
木
の
性
質
を
利
用
し
た
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

家
具
は
、特
に
含
水
率(

木
材
に
含
ま

れ
る
水
分
量)

を
10
％
以
下
に
押
さ
え
る

必
要
が
あ
り
、樹
木
の
内
部
ま
で
し
っ
か

り
乾
か
す
こ
と
の
で
き
る
水
中
乾
燥
を

ダ
ム
で
行
う
計
画
も
し
て
い
ま
す
。
現

在
、二
村
小
学
校
跡
の
プ
ー
ル
を
利
用
し

て
小
規
模
な
が
ら
、「
色
・
艶
・
香
」の
い
い

材
を
研
究
中
で
す
。

新
宮
、五
條
、上
富
田
に
陸
上
の
貯
木
場

(

木
材
市
場)

を
運
営
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、木
材
価
格
の
下
落
で
五
條
、

上
富
田
の
市
場
を
売
却
し
、そ
の
資
金

で
、村
・
十
津
川
村
森
林
組
合
・
十
津
川

木
材
協
同
組
合
が
三
者
協
議
会
を
結
び

ま
し
た
。
現
在
、そ
の
三
者
協
議
会
が

運
営
す
る
村
貯
木
場
特
別
会
計
で
、「
橿

原
市
曲
川
町
に
購
入
し
た
土
地
」と「
新

宮
貯
木
場
跡
地
」は
、㈱
イ
オ
ン
と
賃
貸

借
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

橿
原
市
曲
川
町「
十
津
川
の
森 

木
灯

館
」は
、そ
の
よ
う
な
経
緯
の
中
、村
の
情

報
収
集
・
発
信
地
で
あ
っ
た「
木
材
市
場
」

の
性
質
を
受
け
継
ぎ
、「
森
林
の
情
報
館
」

と
し
て
村
の
森
林
環
境
、樹
木
の
性
質
や

様
々
な
木
材
の
利
用
法
な
ど
を
参
加
型

の
イ
ベ
ン
ト
・
研
修
会
を
通
じ
て
幅
広
く

川
か
ら
本
宮
を
経
由
し
新
宮
ま
で
運
ん

で
い
ま
し
た
。

　

市
場
に
出
す
ま
で
の
間
の
木
材
は
、水

中
貯
木
場（
水
に
浸
け
た
ま
ま
貯
め
て
お

く
場
所
）で
一
定
期
間
水
に
浸
け
て
お
き

ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、水
か
ら
出
し

た
後
、水
分
が
均
一
に
抜
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

現
在
は
、機
械
に
よ
る
乾
燥
技
術
も

進
み
ま
し
た
が
、水
中
乾
燥
の
良
さ
は
、

樹
木
の
性
質
を
利
用
し
、木
の
風
合
い
を

生
か
し
な
が
ら
内
部
ま
で
し
っ
か
り
乾

か
す
こ
と
が
で
き
、木
材
を
挽
い
た
と
き

の
木
目
の
色
・
艶
ば
か
り
か
、香
り
も
良

い
価
値
の
高
い
材
が
で
き
ま
す
。

　

筏
流
し
や
水
中
貯
木
も
ダ
ム
建
設
、

国
道
開
通
と
と
も
に
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が

進
み
、乾
燥
の
機
械
化
で
短
時
間
の
高
温

に
よ
る
乾
燥
が
主
流
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、水
中
貯
木
場
は
姿
を
消
し
、

　

か
つ
て
、村
で
は
、伐
採
後
の
木
材
は

丸
太
で
山
か
ら
搬
出
し
、川
で
筏
を
組

み
、川
の
水
を
堰
き
止
め(

＝
鉄
砲
堰)

て

か
ら
勢
い
を
付
け
て
下
流
へ
流
し
、十
津

　村内に森林を所有する人、村内林業事業
体(森林所有者から依頼を受けた人)に対し、
その搬出量に応じた奨励金を交付します。

●１m3あたりの奨励金の交付額
　　　　　　　　　間伐の場合　5,400円
　　　　　　　　　皆伐の場合　3,600円
●条件：村内に森林を所有する人(村外に居
住する人を含む）が行う事業で、伐採及び
搬出は、村内の林業事業体、または村民林
業従事者が行うこと。
　①申請は、森林所有者、または林業事業体
が行う。（※村森林組合、十津川木材協同
組合に事業を依頼してもよい）
　②搬出数量の確定は村が行う。

■お問い合わせ
　林業振興対策室 ☎0746（62）0005

つ
や

せ
き

せ

ひ

木
材
の
水
中
貯
木
と

　
　
　
　
　  

乾
燥
技
術

伐採奨励金補助について

大字玉垣内の鉄砲堰

港付近の新宮貯木場



　４月29日から５月６日のゴールデンウィーク中に、21
世紀の森・紀伊半島森林植物公園で、第15回石楠花ま
つりが行われました。
　会場では、地元の物産販売、餅つきや餅まき、また、県
警音楽隊の演奏が行われました。
　見ごろを迎えた約120種類の石楠花は、期間中に訪れ
た約1，600人の方々の目を楽しませていました。

『世界の石楠花 約１２０種類の花々が咲き誇る』

第１５回石楠花まつり

5
25 26

4
29
5
6

① 餅まき
② 餅つき体験
③ 満開の石楠花
④ 地元の物産販売
⑤ 結婚記念に石楠花
　 を植樹
⑥ 県警音楽隊の演奏

『来年も石楠花が満開になりますように』
「石楠花の花がら摘み」

　５月25日と26日に、21世紀の森・紀
伊半島森林植物公園で、石楠花の花がら
摘みが行われました。
　今年で４回目となり、参加者の中には
村外から常連の方の姿もありました。
　石楠花は、咲き終わった花がらを摘み
取ることで、次の年もきれいな花が咲き
ます。ボランティアのみなさんは「来年も
満開の花が咲きますように」と、心を込め
て花がら摘みを行っていました。

～
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カメラスケッチ

　５月13日、昨年９月の台風12号による行方不明
者の一斉捜索が、和歌山県新宮市の熊野川河川敷な
どで行われました。
　出発式で黙祷を行った後、奈良・和歌山・三重３県
の警察官や村の消防団員など計221人が13班に分
かれて一斉に捜索を開始。
　熊野川町宮井から相賀まで15キロを徒歩で捜す
も、残念ながら行方不明者の発見はできませんでした。
　現在も村内で6人の方が行方不明で、今後も、関係
機関と協力し、捜索などが検討されています。

　片岡八郎公の出身地、王寺町から片岡八郎
公顕彰会の16人が、５月21日に墓所がある大
峯奥駈道の花折塚を参拝されました。
　片岡公は、元弘2年、大塔宮護良親王が十津
川郷に落ちられたとき、熊野別当定遍の軍勢と
戦い、討ち死にされました。以来、道行く人が忠
節を偲び花を折って供え、花折塚と呼ばれるよ
うになりました。
　毎年、この５月に顕彰会のみなさんが花折塚
を参拝されています。

　５月7日、村立十津川第一小学
校でしいたけの植菌体験が行わ
れ、同校5・6年生の児童15人が菌打ちを体験しました。
　村の農林課職員の手本に続き、木づちなどで、原木のクヌギに「トント
ントン」と菌を打ち込んでいきました。
　できあがった「ホダ木」から、来年の秋に大きくおいしく育ったしいたけが収穫できるようです。

『熊野川流域を２２１人体制で捜索』
「台風１２号豪雨による行方不明者の一斉捜索」

『王寺町から大峯奥駈道の花折塚へ』
「片岡八郎公顕彰会のみなさんが花折塚を参拝」

『トントントン♪大きくおいしく育ってね』
森林環境教育で植菌体験 
 十津川第一小学校 

5
7

5
13

5
21



1014

　全国森林環境税創設促進連盟総会（写真
②）が15日、またダム・発電関係市町村全
国協議会（写真①）が５月16日に行われ、
それぞれの副会長を務める更谷村長が出
席しました。
　総会を終えた後、決議内容を基に、関係
省庁などに要請活動を行いました。

　５月17日、宇陀市や曽爾村、御杖村の生産者
でつくる宇陀花き植木組合連絡協議会から、ダリ
アの球根400個が村に寄贈されました。
　ダリアの寄贈は、昨年の東日本大震災や台風
12号で被災された方々が、花を育て観賞するこ
とで、少しでも心の癒しになればという想いで行
われました。
　受け取ったダリアの球根は、役場の玄関や仮
設住宅に配られました。

　学校歯科医として長年歯科衛生の推進に尽力され、今年
の３月末で退職された千葉歯科医院院長の千葉秀樹先生
に、教育委員会から感謝状が贈られました。先生は「昔は、
学校がいくつもあり、山の上まで歩いて行ったり、そりゃあ大
変やったんや」と苦労話を懐かしげに語られました。
　長い間、本当にありがとうございました。

　４月15日、国立京都国際会館で行われた一般社団法
人日本臨床内科医会総会で、中川医院の中川順夫先生が
地域医療功労賞を受賞されました。先生は、住民の健康
の保持増進や、医療水準を向上させるなど、地域医療や地
域福祉に長年寄与され、医療功労賞受賞は、平成12年の
読売新聞社の表彰に続き２回目の受賞となりました。

『更谷村長が
　 東京で要請活動』

「ダム・発電関係市町村全国協議会」
「全国森林環境税創設促進
　　　　　　連盟特別総会」に出席

『ダリアを咲かせて心の癒しに』
「宇陀花き植木組合連絡協議会から
　　　　　　　　　　　　花の贈り物」

千葉先生ありがとうございました 中川先生に地域医療功労者

②②

①①

要請活動（中谷元自民党政務調査会長代理）

要請活動（関国土交通省水管理・国土保全局長）

要請活動（中谷元自民党政務調査会長代理）

要請活動（関国土交通省水管理・国土保全局長）

5
17

5
15 16
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委
員
長

　
　

玉
置　

公
三

副
委
員
長

　
　

温
井　

利
一

委
員

　
　

千
葉　

浩
一

　
　

松
實　

豊
隆

　
　

栗
栖　

正
久

　
　

柳
瀬　
　

章

　
　

中
嶋　

大
樹

　
　

南　
　

義
和

　
　

小
西　

規
夫

委
員
長

　
　

栗
栖　

正
久

副
委
員
長

　
　

中
嶋　

大
樹

委
員

　
　

松
實　

豊
隆

　
　

柳
瀬　
　

章

　
　

玉
置　

公
三

　
　

南　
　

義
和

　
　

温
井　

利
一

　
　

小
西　

規
夫

委
員
長

　
　

中
嶋　

大
樹

副
委
員
長

　
　

南　
　

義
和

委
員

　
　

松
實　

豊
隆

　
　

栗
栖　

正
久

　
　

玉
置　

公
三

委
員
長

　
　

栗
栖　

正
久

副
委
員
長

　
　

松
實　

豊
隆

委
員

　
　

柳
瀬　
　

章

　
　

中
嶋　

大
樹

　
　

玉
置　

公
三

　
　

小
西　

規
夫

委
員
長

　
　

松
實　

豊
隆

副
委
員
長

　
　

栗
栖　

正
久

委
員

　
　

柳
瀬　
　

章

　
　

中
嶋　

大
樹

　
　

玉
置　

公
三

　
　

南　
　

義
和

　
　

温
井　

利
一

　
　

小
西　

規
夫

委
員
長

　
　

松
實　

豊
隆

副
委
員
長

　
　

温
井　

利
一

委　

員

　
　

栗
栖　

正
久

　
　

柳
瀬　
　

章

　
　

玉
置　

公
三

行政一般、教育、社会福祉、厚生及び他の委
員会に属さない事項について審議します。

建設、産業、交通及び村有林に関する
ことについて審議します。

年４回の定例会や臨時会の
運営について審議します。

国道の改良整備を促進するための対策及び
その他諸事項について、調査、審議します。

学校統合を推進するための対策及びその
他諸事項について、調査、審議します。

ダムに関する諸問題への対策及びその
他諸事項について、調査、審議します。

各
委
員
会（
敬
称
略
）

専
決
処
分
の
承
認

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
議
案
に
つ
い
て
専
決
処
分
を

報
告
し
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
度
十
津
川
村
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
７
号
）

　

繰
越
明
許
費
の
補
正
を
行
い
ま

し
た
。

●
十
津
川
村
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

村
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

村
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

そ
の
他

●
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

中
嶋
大
樹
議
員
が
監
査
委
員
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

※

契
約
の
目
的

　

林
道
災
害
復
旧
工
事　

奥
大
谷
支
線
１
号
箇
所

※
契
約
の
方
法条件

付
一
般
競
争
入
札

※

契
約
の
金
額１

億
１
，０
２
５
万
円

※

契
約
の
相
手
方

　

今
西
・
田
野
上
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

●
千
葉
浩
一
議
員
の
辞
職
勧
告
決

議
に
つ
い
て

　

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

就
任
あ
い
さ
つ

　

私
儀
、こ
の
度
の
臨
時
議
会
の
役

員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、議
員
各
位

の
推
挙
に
よ
り
、副
議
長
に
就
任

し
、そ
の
責
務
を
負
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
、紀
伊

半
島
大
水
害
な
ど
、日
本
中
が
自

然
の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ
、ま
た
福
島

の
原
発
事
故
を
受
け
て
、生
活
の
あ

り
方
を
見
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

国
政
に
お
い
て
は
、税
と
社
会
保

障
の
一
体
改
革
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
が
、政
治
の
混
迷
は
続
い
た
状

況
の
ま
ま
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、災
害
か
ら
の
復

興
に
向
け
て
、村
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任

を
自
覚
し
、村
民
み
な
さ
ま
の
負
託

に
応
え
る
た
め
、微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、ど
う
か
格
段
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

退任あいさつ
元副議長 玉置公三

　私儀、この度の臨時議会におきまして、副議長の職を
退任いたしました。
　就任以来、村民のみなさまをはじめ関係各位のご支
援、ご協力を賜りましたこと、心から厚くお礼申しあげま
す。
　今後とも災害からの復興と村政発展のため努力いた
しますので、変わらぬご指導、ご鞭撻をお願い申し上げ
まして、退任のごあいさつといたします。

副
議
長
に 
柳
瀬　

章 

氏

第
２
回
臨
時
会副議長　柳 瀬　章

　

平
成
24
年
十
津
川
村
議
会「
第
２
回
臨
時
会
」が
５
月
９
日（
水
）に
開

か
れ
、副
議
長
の
選
出
、各
常
任
委
員
会
委
員
な
ど
の
選
任
、平
成
23
年

度
補
正
予
算
及
び
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分
の
承
認
な
ど
の
議
案

を
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
審
議
さ
れ
た
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

総務文教常任委員会産業建設常任委員会議会運営委員会

ダム対策特別委員会 学校統合推進特別委員会 国道改良促進対策特別委員会
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・
半
額
免
除（
納
付
額
７
，４
９
０
円
）

　

↓　

年
金
額
８
分
の
６（
21
年
３

月
分
ま
で
は
３
分
の
２
）

・
４
分
の
１
免
除（
納
付
額
１
１
，２

４
０
円
）　

↓　

年
金
額
８
分
の
７

（
21
年
３
月
分
ま
で
は
６
分
の
５
）

☆
☆
一
部
免
除
と
な
る
所
得
の

「
め
や
す
」☆
☆

前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し

た
金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

◯
４
分
の
３
免
除　

↓　
　
　

78
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控

除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

◯
半
額
免
除　

↓　

１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控

除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

◯
４
分
の
１
免
除　

↓　

１
５
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控

除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

※

申
請
者
ご
本
人
の
ほ
か
、配
偶
者
お

よ
び
世
帯
主
の
方
も
所
得
基
準
の
範

囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※

平
成
23
年
７
月
〜
平
成
24
年
６
月

分
の
申
請
に
つ
い
て
は
、前
々
年（
平
成

22
年
）の
所
得
で
審
査
を
行
い
ま
す
。

（
注
）一
部
納
付
制
度
は
、納
付
す
べ
き

一
部
の
保
険
料
を
納
付
さ
れ
な
い
場

合
、そ
の
期
間
の
一
部
免
除
が
無
効

（
未
納
と
同
じ
）と
な
る
た
め
、将
来
の

老
齢
基
礎
年
金
の
額
に
反
映
さ
れ
ず
、

ま
た
、障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
測
の

事
態
が
生
じ
た
場
合
に
、年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

免
除
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料

と
年
金
は
ど
う
な
る
の
？

◯
保
険
料
の
全
額
免
除
や
一
部
納
付

等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、保
険
料

を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、将
来

受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
。

◯
そ
こ
で
、こ
れ
ら
の
期
間
は
、10
年

以
内（
例
・
平
成
24
年
４
月
分
は
平
成

34
年
４
月
ま
で
）で
あ
れ
ば
、あ
と
か

ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と（
追
納
）が

で
き
ま
す
。

◯
保
険
料
免
除
等
の
承
認
を
受
け
た

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、３
年

度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場

合
、当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に

応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

分
の
申
請
に
つ
い
て
は
、前
々
年（
平
成

22
年
）の
所
得
で
審
査
を
行
い
ま
す
。

※

こ
れ
ま
で
、保
険
料
の
全
額
が
免
除

さ
れ
た
期
間
の
年
金
額
は
、保
険
料
の

全
額
を
納
付
し
た
場
合
と
比
較
し
て

３
分
の
１
と
し
て
計
算
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、平
成
21
年
４
月
分
か
ら
は
２
分

の
１
と
し
て
計
算
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
一
部
免
除（
一
部
納
付
）制
度

　

保
険
料
の
一
部
を
除
き
、残
り
の
保

険
料
は
納
付

　

一
部
免
除
は
３
種
類
で
す
。
一
部
免

除
を
し
た
場
合
、追
納
を
し
な
け
れ

ば
、次
の
よ
う
に
将
来
の
年
金
額
は
少

な
く
な
り
ま
す
。

・
４
分
の
３
免
除（
納
付
額
３
，７
５

０
円
）　

↓　

年
金
額
８
分
の
５（
21

年
３
月
分
ま
で
は
２
分
の
１
）

　
全
額
免
除
制
度

　

保
険
料
の
全
額（
１
４
，９
８
０
円
）

が
免
除

　

全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、保
険
料

の
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、年
金

額
が
２
分
の
１
と
し
て
計
算
さ
れ
ま

す
。（
保
険
料
額
は
平
成
24
年
度
の
額
）

☆
☆
全
額
免
除
と
な
る
所
得
の

「
め
や
す
」☆
☆

　

前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算

し
た
金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

（
扶
養
親
族
等
の
数
＋
１
）×

35
万
円

＋
22
万
円

※

申
請
者
ご
本
人
の
ほ
か
、配
偶
者
お

よ
び
世
帯
主
の
方
も
所
得
基
準
の
範

囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※

平
成
23
年
７
月
〜
平
成
24
年
６
月

所
得
が
少
な
い
な
ど
、保
険
料
を
収
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合

に
、ご
本
人
の
申
請
手
続
き
で
、保
険
料
の
納
付
が「
全
額
免
除
」ま
た
は

「
一
部
免
除（
一
部
納
付
）」さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
　

☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
７
４
５（
22
）３
５
３
１

　

住
民
課

　
　

☎
０
７
４
６（
62
）０
０
０
１

　

直
通
０
７
４
６（
62
）０
９
０
０

７
月
か
ら
平
成
24
年
分
の

保
険
料
納
付
免
除
の

申
請
受
付
が
開
始
し
ま
す
！
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１．負傷原因を正確に伝えてください。
外傷性の負傷でない場合や労働災害や交通事故に該当する場合などは、国民健康保
険が使えません。

２．病院での治療と重複はできません。
同一の負傷について同時期に整形外科の治療と柔道整復師の施術を重複して受け
た場合は、原則として柔道整復師の施術料は全額自己負担となります。

３．施術が長期にわたる場合は、医師の診断を受けてください。
施術が長期にわたる場合は、内科的要因も考えられますので、医師の診断を受けて
ください。

４．療養費支給申請書は必ず自分で署名してください。
療養費支給申請書は、受療者が柔道整復師に国民健康保険への請求を委任するもの
です。負傷原因・負傷名・日数・金額をよく確認し、必ず自分で署名してください。

５．領収証は必ずもらいましょう。
領収証は必ずもらい、金額が問題ないか確認しましょう。領収証は、医療費控除を受
ける際に必要ですので、大切に保管してください。

●保険証が使える場合
○外傷性の捻挫・打撲
○医師の同意がある場合の骨折・脱臼の施術
○応急処置で行う骨折・脱臼の施術　※応急手当後の施術には医師の同意が必要です。

●保険証が使えない場合
○日常生活における単純な疲労や肩こり・腰痛・体調不良など
○病気（神経痛・リウマチ・五十肩・関節炎・ヘルニアなど）による凝りや痛み
○脳疾患後遺症などの慢性病
○症状の改善がみられない長期の施術（応急処置を除く）
○スポーツなどによる肉体疲労改善のための施術
○仕事中や通勤途上に起きた負傷（労災保険からの給付となります）

柔道整復師（整骨院・接骨院）の正しいかかり方
　柔道整復師とは、骨折・脱臼・捻挫・打撲や肉離れなどの痛みに対して施術を行う専門家で、手術
や薬の処方、レントゲン検査などは行えません。
　柔道整復師による施術は、国民健康保険の使用に制限があります。施術を受ける前にきちんと
確認して正しく施術を受けることが大切です。

◆◆◆施術を受けるときの注意事項◆◆◆

今月は、国保税（普通徴収）第1期の納期です。

納期限は、7月2日ですので納期内に忘れず納めましょう!
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自
然
体
験

タ
ケ
ノ
コ
狩
り
ツ
ア
ー

ア
グ
リ
フ
ー
ド
エ
キ
ス
ポ

　

例
え
ば
、朝
靄
の
中
の
古
道
ウ
ォ
ー
ク
、

早
朝
の
果
無
か
ら
み
る
雲
海
、月
明
か
り
で

照
ら
さ
れ
た
大
峯
山
脈
、満
月
が
映
る
瀞

峡
な
ど
神
秘
的
な
雰
囲
気
が
漂
い
ま
す
。

そ
れ
を
見
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
来
た
い
と

思
え
る
シ
ー
ン
を
発
掘
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

十
津
川
と
言
え
ば「
こ
れ
」、十
津
川
に

来
た
ら「
こ
れ
」を
お
土
産
に
買
っ
て
帰
ろ

う
、と
い
う
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、村
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。
十
津

川
村
＝
山
の
幸
＝
し
い
た
け
、き
の
こ
、ゆ

べ
し
、あ
ま
ご
、鮎
な
ど
。

　

村
の
地
物
産
品
を
広
く
認
知
し
て
も
ら

う
た
め
に
、東
京
で
行
わ
れ
る
ア
グ
リ
フ
ー

ド
エ
キ
ス
ポ（
地
場
産
品
の
展
示
商
談
会
）

に
出
店
し
ま
す
。
販
路
開
拓
、優
良
顧
客

と
の
出
会
い
の
機
会
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
、出
品
す
る
素
材
、商
品
の
広
告
物
を
作

成
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
興
味
の
あ
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〜
♪
」「
す
ご
く
楽
し
い
〜
♪
♪
」「
ま
た
来

た
い
〜
♪
♪
♪
」の
い
い
思
い
出
を
つ
く
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

タ
ケ
ノ
コ
だ
け
で
な
く
、山
菜
、き
の
こ

な
ど
を
収
穫
す
る
プ
ラ
ン
を
つ
く
っ
て
、も

っ
と
い
ろ
ん
な
人
に
十
津
川
の
自
然
を
体

験
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　

村
の
多
く
の
観
光
資
源
を
、時
間
帯
に

応
じ
て
魅
力
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

の
恵
み
を
い
た
だ
い
た
り
、歩
い
た
り
し
な

が
ら
、自
然
の
豊
か
さ
と
営
み
を
体
感
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
村

に
は
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
も
ん
ね
。

　

谷
瀬
地
区
の
竹
林
を
会
場
と
し
て
、１
日

１
組
限
定
で
タ
ケ
ノ
コ
狩
り
を
開
催
し
ま
し

た
。
遠
く
は
長
野
県
、近
く
は
本
宮
町
か
ら

カ
ッ
プ
ル
や
ご
家
族
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
っ
た
タ
ケ
ノ
コ
は
谷
瀬
の
吊
り
橋
茶

屋
で
十
津
川
温
泉
を
使
っ
て
あ
く
を
抜
き
、

採
れ
た
て
を
食
べ
、唐
菜
す
し
と
き
の
こ
の

お
味
噌
汁
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、十
津
川
の
味

覚
を
全
力
で
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
お
い
し
い
タ
ケ
ノ
コ
は
じ
め
て

　

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
好
天

に
恵
ま
れ
た
り
、大
雨
警
報
の
荒
天
で
あ
っ

た
り
安
定
し
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
訪
れ
る

観
光
客
数
は
例
年
ど
お
り
と
ま
で
は
な
ら

な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
が
、大
勢
が
訪
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
、協
議
会
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

の
取
組
み
は
毎
月
恒
例
と
な
っ
た「
と
つ
ワ

ン
マ
ー
ケ
ッ
ト（
ホ
テ
ル
昴
芝
生
広
場
）」だ

け
で
は
な
く
、自
然
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
、十
津
川
の
自
然

地域雇用創造協議会事務局

村
を
元
気
に
す
る
た
め
に

〜
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
〜

村
を
元
気
に
す
る
た
め
に

（
第
18
回
）

（
第
18
回
）

〜
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
〜

十津川村小原225-1
十津川村役場観光振興課内
電話：0746-62-0004
   （内線：235・236・237）

【発信】

あ
さ
も
や
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おくやみおくやみ

（敬称略）善意銀行善意銀行

深瀬　廣明
南　　義征
田花三十三
今井　裕子
大江チヨノ
田中　君代
西　八　子
田中　よ志

89
91
69
51
91
79
83
94

2
1
12
16
21
20
22
31

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

5月
5月
5月
5月
5月
5月
5月
5月

日
日
日
日
日
日
日
日

（重　里）
（高　津）
（谷垣内）
（風　屋）
（池　穴）
（上野地）
（小　原）
（西　中）

おめでたおめでた
稻田　青宙 4月22日
父：学　　母：由紀子　（折　立）

（せら） 　

北村　太一 4月26日
父：啓司　母：ちえみ　（上野地）

（たいち） 　

おくやみおくやみ

ご 結 婚ご 結 婚

古澤　ユリ
丸山　ハル
泉谷　一明
前川タネノ
水谷　晃顯
中砂　珍文

81
96
77
89
73
90

2
9
12
14
16
26

歳
歳
歳
歳
歳
歳

8月
8月
8月
8月
8月
8月

日
日
日
日
日
日

（滝　川）
（上野地）
（山　天）
（猿　飼）
（小　井）
（沼田原）

岡本　翔太 山本　由佳（湯之原） （小　原）

丸谷　理人ちゃん（折立）
（６月１４日生まれ・満２歳）

元気に☆大きく
　　　　　　育ってね！

父…眞史　母…真希

りひと

まだまだ若い者には負けやぁせん！

大谷　梅雄さん （87歳） 大字小山手
うめお

　１９歳から２３歳まで派遣軍で中国の万里の長
城の近くで生活していました。
　現在は、２０年以上続けているゲートボール、そ
して孫とひ孫に会うのが楽しみの一つです。東　正直　　　　ちいろば園

男

女

上垣　泰清 5月21日
父：幸治　母：小由里　（谷垣内）

（たいせい） 　

松葉　優月 5月29日
父：勝明　　母：加名　（上野地）

（ゆづき） 　 女

男

参考：消防庁「わたしの防災サバイバル手帳」

ぼうさい No.3

　昨年、台風12号災害のため、9月号
の発行がなく、8月の人の動きを掲載
できませんでした。掲載が遅れたこと
をお詫びし、ここにお知らせします。

お詫びとお知らせ
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　５月21日、金環日食をひと目見ようと
朝早くから仕事に行く準備を済ませ、太
陽がリング状に見える７時27分前から
家の外に出て空を見上げていました。で
すが私の所では厚い雲に覆われ、時折
その雲の隙間から目視で鑑賞できる程
度でした。テレビでは他の地域での様子
や神戸で結婚式を挙げたカップルが映
されていました。また６月６日には金星
が地球と太陽の間を通過する「金星の日
面通過」がありました。日食メガネ片手に
太陽を観ると太陽に重なるように金星が
小さな点のように観えました。105年先
でしか観えない天体ショーになんだか
得した気分になりました。            （R・M）

　今月号から裏表紙に「私の集落の絶
景」コーナーが新たに誕生しました。この
コーナーは、「自分たちが暮らす集落の自
慢をしよう」が合言葉です。ウチには見事
な桜がある、段々畑がある、稲架がある、
おいしい郷土料理がある、まだまだ書き
たいことは山ほどある、というふうに、毎月
たった１枚から村の宝「自然・文化・精神」
そしてそこにある「人の営み」がにじみ出
ている姿が伝わる写真を募集します。
　記念すべき第１枚目は、風雨を耐え
て凛と咲く石楠花と昨年の花がら摘み
ボランティアに参加した方の笑顔が想
像でき、何よりも小学生の感性がキラリ
と光っています。                        （Ｙ・Ｔ）

●世帯数　1,955世帯（-7世帯）

●人　口　3,921人（-９人）

【平成24年6月１日現在  （　）は前月比】

男性 　1,968人（－３人）／女性　1,953人（－6人）

紀伊半島大水害の記録を後世へ。記録誌への投稿を募集中。
村では、5月2日から10月31日までエコスタイルを行います。

復興チャリティコンサートの会
場スタッフとして運営に携
わった十津川高校生。

　先月のゴールデンウィーク、21世紀の森・森林植物公園で咲
き誇る石楠花。写真は武蔵の松井汐音さん（11歳）が撮影。
　村を見つめ直すきっかけに、人と自然とを考えるきっかけ
に、私のむらの絶景を募集します。詳しくは総務課の広報担
当まで。

全国初！元祖源泉かけ流しの日 ６月２８日を記念して、期間中は村内の公衆浴場と温泉プールの利
用が無料に!　※定休日は休館となります。

の

絶
景

私
の

集
落

む
　　　　ら

めざせ100枚の

1枚目

「ピアニスト天平」紀伊半島秘境コンサート
日時：７月５日（木）１４：００～１５：３０／場所：十津川中学校体育館
対象：村民及び一般の方／参加料：無料
主催：「天平」紀伊半島秘境コンサートツアー２０１２実行委員会

※お車でお越しの際は、役場駐車場をご利用ください。

源泉かけ流し温泉感謝祭 ６月２０日（水）～７月１日（日）

湯泉地温泉【泉湯（定休日：火）、滝の湯（定休日：木）】
十津川温泉【庵の湯（定休日：火）、星の湯（無休）、昴の郷温泉プール（無休）】

※いずれもお問い合わせは、観光振興課☎0746（62）0004まで。


	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20

